
=1_E'番
広幸艮

◎

～平成16年度一般会計予算は､実質2.2%減の緊縮型～

会計別の予算額
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-■般会計 鼎�壞s���iﾈ冷�+6.3% 

栄華-‡潮､主薬木酢※ �3H壞Sc#�iﾈ冷�+3.8% 

国民健康保険. 宝�ﾓ#CS�iﾈ冷�-0.7% 

L国民健康保険診療所 ��ピc9iﾈ冷�-6.9% 

;老人保健 祷壞##c�iﾈ冷�-3.7% 

上水違 �(壞S��冓ﾈ冷�+5.6% 

､寄簡易水道 �#�3)iﾈ冷�-10.4% 

､■下_水道 店壞3#cyiﾈ冷�-3.4% 

介護保険 塗壞#CCyiﾈ冷�+17.8% 

西平畑公園 塔C�)iﾈ冷�+7.8% 

:凍､‡審■､~､f 都X壞#c#�iﾈ冷�+3.9% 

皆
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
-
れ
た
松
田
山
の
早
咲
き
桜
も
葉
桜
へ
と
変
わ
-
､

各
地
で
桜
が
見
頃
を
迎
え
て
い
ま
す
｡
本
格
的
な
春
の
訪
れ
と
共
に
､
町
政
も
新
た

な
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
｡

新
年
度
の
予
算
総
額
は
'
一
般
会
計
･
特
別
会
計
を
合
わ
せ
､
総
額
7
 
5
億
2
6
2

1
万
円
で
､
1
般
会
計
は
4
0
億
円
7
0
0
0
万
円
(
6
･
3
%
増
)
と
な
っ
て
い
ま
す

が
､
平
成
7
､
8
年
に
借
り
入
れ
た
減
税
補
て
ん
倭
の
一
括
償
還
分
(
3
億
2
2
7

0
万
円
)
と
そ
の
発
行
分
を
差
し
引
-
と
､
実
質
は
'
3
 
7
億
4
7
3
0
万
円
(
2
･
2

%
減
)
の
緊
縮
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
｡
経
済
情
勢
は
一
部
に
景
気
回
復
の
兆
し
が

見
え
る
も
の
の
依
然
厳
し
-
､
町
の
財
政
に
も
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
｡
法

人
町
民
税
は
伸
び
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
､
個
人
町
民
税
は
落
ち
込
む
と
予
測
さ
れ
ま

す
｡
さ
ら
に
'
国
の
行
財
政
改
革
に
よ
-
'
依
存
財
源
の
根
幹
を
な
す
地
方
交
付
税

も
大
幅
に
削
減
さ
れ
'
一
般
財
源
の
確
保
が
難
し
い
状
況
に
あ
-
ま
す
｡
予
算
編
成

に
あ
た
っ
て
は
､
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
､
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
出
す
た

め
､
厳
し
い
財
政
状
況
を
職
員
一
人
ひ
と
-
が
認
識
し
､
経
費
の
削
減
､
事
業
の
徹

底
し
た
見
直
し
と
内
容
の
精
査
を
行
い
､
歳
出
の
抑
制
に
努
め
ま
し
た
｡

町
の
総
合
計
画
2
1
は
4
年
目
を
迎
え
､
後
期
実
施
計
画
も
1
年
が
経
過
し
た
新
年

度
は
　
｢
環
境
を
ま
も
-
､
連
携
す
る
ま
ち
づ
-
-
｣
　
の
基
本
理
念
を
確
実
に
生
か
し

て
､
各
事
業
を
執
行
し
て
い
る
か
検
証
し
な
が
ら
次
の
事
業
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
｡
そ
の
中
で
､
引
き
続
き
総
合
計
画
の
5
本
の
柱
の
事
業
を
中
心
に
計
画
的
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
｡

特
に
､
新
年
度
は
､
｢
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
-
り
｣
　
｢
地
域
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
-
-
｣
を
掲
げ
､
防
災
拠
点
と
し
て
の
庁
舎
建
設
､
老
朽
化
し
た

消
防
分
団
詰
所
の
建
替
え
､
小
中
学
校
で
の
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
警
備

員
の
配
置
'
登
下
校
時
の
安
全
確
保
の
た
め
の
防
犯
ブ
ザ
ー
の
無
償
貸
与
な
ど
を
行

い
ま
す
｡
｢
地
域
集
会
施
設
整
備
事
業
｣
　
で
は
､
老
朽
化
し
た
神
山
児
童
館
の
代
わ

-
と
な
る
地
域
集
会
施
設
を
建
設
し
ま
す
｡

今
年
度
も
町
民
の
皆
さ
ん
と
手
を
携
え
､
よ
-
良
い
ま
ち
づ
-
-
を
進
め
て
い
き

ま
す
の
で
ご
協
力
を
よ
ろ
し
-
お
願
い
し
ま
す
｡
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一般会計5か年の予算額の推移

42

40

38

36

34

32

30

(億円)

12年度　13年度　14年度　15年度　16年度

国庫支出金
1億3,947万円(+5.1%)

LJ

ーヽー_

原支出金
2億3,435万fg (-2.9%)

主に福祉事業に対する支出金を見込んだ国
県からの負担金､補助金､委託金の収入です｡

地方特徴交付金
6,800EFg (0.0%)

住民税減税による町の減収を補て
んするための交付金です｡前年度と
同額で見込みました｡

6億6, 770万Fg (+78.1%)

済借換分を腐<と

3億4,500万Fg (-8.0%)

前年度に比べ､78.1%､2億9,270万円
の増となりましたが､平成7､8年度に借り入

れた減税補てん俵の低利率-の借換分3

億2,270万円を差し引くと､実質3億4,500

万円となり､前年度比8%減となります｡減
税補てん倭と臨時財政対策倭は､建設事
業などに充てられる通常の事業債と違い､
財源不足を補てんするための借金で､使
逮(使い道)は特定されていません｡
庁舎建設事業債　4,000万円(皆増)

減税補てん債3,000万円(十20.0%)
減税補てん債(借換事業) ※1

3億2,270万円(皆増)

臨時財政対策債
2億7,500万円(-21.4%)

総額40億7,000万円
3月8日から開催された町議会定例会で､平成16年度予算が可決

されましたので､その概要についてお知らせします｡平成16年度の

町の一般会計の予算は､総額40億7,000万円で前年度に比べ6.3%の

増となっていますが､国の行財政改革や景気の影響などにより町税
収入等の歳入が滅となり､減税補てん億の借換分3億2,270万円を除
いた実質的予算は､マイナス2.2%の緊縮型予算となっています｡

※( )内は

前年度対比

地方交付腐
6億4, 000万Ig (-5.9%)

制度改正による交付税額や国税等の収入が全
体的に減少傾向にあるため､地方交付税は前年
度比5.9%の減を見込みました｡

諸収入0.8%

DT---kg与戯･交付金
2億7,450万円ト1 1.8%)

国や県に納められた税金などの一部が交
付される収入です｡
地方譲与税　　　　5,600万円(十60.0%)

利子割交付金　　　1,000万円( 0.0%)

地方消費税交付金　　　1億円(+5.3%)
ゴルフ場利用税交付金6,500万円(+4.8%)

自動車取得税交付金　4,000万円(十5.3%)

交通安全対策特別交付金350万円(+16.7%)

総額34億5,621万円

町税1滴798万Fg (_ ,.3%)

皆さんが直接町に納めてくださる税金
です｡法人町民税や軽自動車税は増を見
込んだものの､景気の影響等により､個
人町民税や固定資産税､町たばこ税は減
少傾向にあるため､町税全体としては前
年度比1.3%の減を見込みました｡
個人町民税　5億3,816万円(-3.8%)

法人町民税　1億804万円(+1 0.2%)

Gf)定資産税　7億9,357万円(-0.1%)

軽自動車税　　1,454万円(十0.4%)

町たばこ税　　5,367万円(-14.7%)

超越金 1億5, 1 1 1万Fg(+6.0%)

諸収入　3,269万/m15.4%)

超人金2億2,567Efg (_ ,3.5%)

使用料等
1億2, 853万Fg (-0.9%)

使用料及び手数料
分担金及び負担金
財産収入
寄附金

6,760万円(-0.9%)

2,387万円(-1.0%)

3,696万円(-0.5%)

10万円(-0.0%)

一般会計からの繰入金予算額

会　計　別　　　繰入金予算額

老人保健特別会計

介護保険事業特別会計

合　　　計

6,335万円

5億4,802万円

8
7
6
3
万
円

(
前
年
比
△
6
･
9
%
)

地
域
住
民
へ
の
保
健
指
導
や
､
初
期

医
療
施
設
と
し
て
の
機
能
拡
充
と
診
療

体
制
の
充
実
を
図
-
ま
す
｡

9
億
2
4
5
0
万
円

(
前
年
比
△
o
･
7
%
)

医
療
技
術
の
高
度
化
や
高
齢
社
会
の

到
来
等
に
よ
り
､
医
療
費
が
増
加
し
て

い
ま
す
｡
こ
の
た
め
'
新
年
度
も
厳
し

い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
｡
皆
さ
ん
に
収
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
保
険
税
の
ほ
か
､
財
政
調
整
基

金
の
取
り
崩
し
､
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
れ
な
ど
に
よ
-
予
算
を
編
成
し
て
い

ま
す
｡

平
成
1
 
6
年
度
歳
入
予
算
は
'

大
き
な
割
合
を
占
め
る
町
税
や

地
方
交
付
税
が
､
景
気
の
影
響

や
制
度
改
正
に
よ
-
減
少
を
余

儀
な
-
さ
れ
て
い
ま
す
｡
そ
の

一
方
で
､
町
で
は
そ
れ
を
補
う

た
め
の
減
税
補
て
ん
倭
や
臨
時

財
政
対
策
借
と
い
っ
た
町
億
に

ょ
る
収
入
を
見
込
み
､
町
税
や

地
方
交
付
税
の
減
少
を
補
う
形

と
な
り
ま
し
た
｡

特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
は
､
一
般

会
計
と
は
会
計
を
区
分
し
､
特
定
の
事

業
を
特
定
の
収
入
(
保
険
税
(
料
)
や
使

用
料
な
ど
)
　
で
行
う
た
め
の
会
計
で
す
｡

町
で
は
'
国
民
健
康
保
険
事
業
を
は
じ

め
'
7
つ
の
特
別
会
計
と
'
上
水
道
事

業
の
企
業
会
計
'
合
計
8
つ
の
会
計
を

一
般
会
計
と
は
別
に
設
置
し
て
い
ま
す
｡

ま
た
'
各
特
別
会
計
で
は
､
そ
れ
ぞ

れ
の
歳
入
の
他
､
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
を
見
込
ん
で
い
ま
す
(
左
表
を
参

照
)
｡
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教育費
5億8,961万Fg (+5.9%)

町居｢人あたリ4万5,823Fg

≪主な事業≫
○適応指導教室事業
○国際理解教育振興事業
○学校安全監視員事業
小･中学校に警備員を配置します｡

○松田小学校天井改修事業
〇枚田中学校プール塗装事業
○第二幼稚園園舎内塗装事業
○公民館整備事業
神山地域集会施設を建設します｡

消防青
2億4,477万Fg (-4.2%)

句点一人あた- LJ 1万9,023Fg

≪主な事業≫
○消防水利整備事業
○消防施設整備事業
第1分団､第4分団の詰所を建設します｡

○防災資機材等整備事業
災害時用食糧､毛布等備蓄品を購入します｡

○防災無線管理事業

土木費
44,ib,309万Fg (- 1 9.0%)

句屈一人あたLJ 3万5,213Fg

《主な事業≫
○町道舗装補修事業
○道路安全施設設置事業
○町道2号線道路改良事業
○弥勤寺地内排水路整備事業
○花と水の交流圏づくり事業

西平畑公園の進入路改良工事を行います｡

農林水産業費
Bび商=費
2億62万Fg (-2. 0%)

qB一人あたLJ 1万5,592Fg

《主な事業≫
○河内農道整備事業
○勤労者福祉事業

融資資金を金融機関に預託します｡
○商工振興対策事業
○中津川花木植栽事業

広報,jEフf_i:I

諾会費･その他
6億7, 3255円(+86. 2%)

町民一人あたり552,324用

議会費　1億349万円(-6.6%)

公債費　　5億4,219万円(十151.4%)

予備費　　2,757万円(-21.5%)

※( )内は前年度対比

衛生費
3億9,51 8万Fg (-0.2%)

町民｢人あたり3万713円

≪主な事業≫
○予防接種事業
○母子保健事業
○老人保健事業
○湯の沢水道施設整備事業
秦野市による湯の沢地区の水道施設整
備に対し､負担金を支払います｡

○環境美化推進事業
○寄地区生活排水処理整備事業
○廃棄物収集運搬委託事業

平成16年4月1日

庶務費
7億如655Fg (-5. 5%)

町民一人あたLJ 6万982Fg

≪主な事業≫
○町民との杵を深める広報事業
広報まつだ(月1回)､お知らせ号(月
2回)を発行します｡

○住民記録オンライン･バッチ事業
○町営住宅再編事業
○庁舎建設事業
○参議院議員選挙執行事業
○交通指導車購入事業
○町民文化センター自主事業
○町民文化センター大規模改修事業

屈全書
7億2, 883万Fg (+ 9.4%)

町民一人あたり5万6,643Fg

《主な事業≫
○一般福祉施策事業
高齢者の方々に対する給食･入浴･生きがい
デイサービス事業を実施します｡

○基幹型･地域型在宅介護支援センター事業
介護予防を中心とした総合的な高齢者福祉の
相談窓口としてのセンター事業を実施します｡

○高齢者筋力向上トレーニング事業
○障害児者地域作業所運営事業

障害者地域作業所｢すみれの家｣を運営しま
す｡

○障害者支援費支給事業
○小児医療費助成事業
○ひとり親家庭等医療費助成事業
○学童保育運営事業
○次世代育成支援対策推進事業
○子育て支援センター運営･整備事業
子育て支援センターの運営と施設改修を行い
ます｡

/
i

＼ヽノ

平
成
1
 
6
年
度
一
般
会
計
歳

出
予
算
は
､
歳
入
の
増
加
が

見
込
め
ず
､
限
ら
れ
た
財
源

を
有
効
に
使
う
た
め
､
1
 
3
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
｢
松

田
町
総
合
計
画
2
 
1
｣
に
掲
げ

た
事
業
を
中
心
に
､
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
｡
一
般
会

計
で
実
施
予
定
の
事
業
の
内
､

主
な
事
務
事
業
と
投
資
的
事

業
を
紹
介
し
ま
す
｡

8
4
8
2
万
円
　
(
前
年
比
+
7
･
8
%
)

平
成
5
年
の
開
園
以
来
多
-
の
人
に
親
し
ま
れ
'
県
内
は
も
と
よ
り
首
都
圏

各
地
か
ら
多
-
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
｡
集
客
力
を
高
め
る
た
め
積
極
的
に
p

R
活
動
を
進
め
'
イ
ベ
ン
ト
等
実
施
し
ま
す
｡

歳
出
は
'
経
常
的
経
費
の
削
減
に
努
め
'
食
堂
や
売
店
の
運
営
､
ふ
る
さ
と

鉄
道
や
駐
車
場
の
管
理
委
託
な
ど
を
中
心
に
計
上
し
て
い
ま
す
｡

※
-
　
借
換
債
-
以
前
借
-
た
町
債
(
減
税
補
て
ん
債
)
で
､
平
成
1
 
6
年
度
に
借
-
換
え

を
す
る
条
件
で
借
-
入
れ
た
町
億
で
す
｡
借
り
換
え
を
す
る
こ
と
で
低
利
率
で
借
-
る

こ
と
が
で
き
ま
す
｡

6
億
2
4
4
7
万
円
(
前
年
比
+
1
7
･
8
%
)

平
成
1
5
年
度
か
ら
5
か
年
の
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
､
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
｡
予
算
は
前
年
比
1
 
7
･
8
%
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
'
こ
れ
は
介

護
保
険
制
度
の
利
用
が
広
が
っ
た
こ
と
に
よ
-
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
利
用

が
増
大
し
､
平
成
1
 
5
年
度
の
給
付
実
績
増
を
反
映
し
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
｡

5
億
3
2
6
7
万
円
　
(
前
年
比
△
3
･
4
%
)

生
活
環
境
の
向
上
と
河
川
環
境
の
保
全
に
向
け
昭
和
5
5
年
度
よ
り
公
共
下
水

道
事
業
計
画
に
基
づ
き
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
｡
平
成
1
 
5
年
度
ま
で
の
公
共
下

水
道
の
整
備
率
は
､
見
込
み
で
全
体
計
画
面
積
の
8
 
0
･
9
%
'
接
続
率
は
'
8
 
2

･
3
%
と
な
っ
て
い
ま
す
｡
本
年
度
は
1
億
9
1
0
0
万
円
の
事
業
費
を
投

じ
､
昨
年
に
引
き
続
き
､
庶
子
･
根
石
地
区
の
6
･
7
h
a
を
重
点
的
に
整
備
す

る
予
定
で
す
｡

2
8
3
2
万
円
(
前
年
比
△
1
 
0
･
4
%
)

寄
地
区
の
簡
易
水
道
に
要
す
る
経
費
で
､
給
水
管
整
備
工
事
を
順
次
進
め
ま

す
｡

2
億
5
1
1
9
万
円
　
(
前
年
比
+
5
･
6
%
)

｢
安
全
で
お
い
し
い
水
の
安
定
供
給
｣
　
の
た
め
､
平
成
1
 
4
年
度
か
ら
進
め
て

い
る
庶
子
配
水
池
整
備
事
業
は
配
水
池
築
造
工
事
'
計
装
設
備
工
事
な
ど
を
実

施
し
'
今
年
度
で
完
成
予
定
で
す
｡
そ
の
他
下
水
道
事
業
と
併
せ
た
配
水
管
の

整
備
'
県
道
桧
田
線
電
線
地
中
化
に
伴
う
配
水
管
整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
｡

9
億
2
2
6
1
万
円
　
(
前
年
比
△
3
･
7
%
)

高
齢
化
に
伴
う
老
人
保
険
制
度
対
象
者
に
対
応
し
た
予
算
編
成
を
し
て
お
り

ま
す
｡
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子育て支援セ'-J91LZ

食事スへ-スガできまし定.1

＼

I-

*子育て支援t=ン9-12遊びに来ませんか* ℡/FAX83 ･ 3088

暗　闇　9:00-77:00 (ただし､フリースへース75:00､相談は76:00まで)

仰髄日　土日･祝日､年末年胎など

相　談　育児(Z関する悩みから､専門的Ti相談まで幅広く熟す付けます｡電話･FAX

でも可畠Eです.

※予約制ではありません｡ご雪空に合わせ､適宜対応致します｡秘密厳守｡

No466 (4)

一昨年10月に開館し､小さなお子さんや子育て中のご両

親など､ご家族の皆さんでにぎわう｢子育て支援センター｣

の2階部分改修工事が完了しました｡この工事は､空部屋と

なっていた2階部分を改修し､食事をとりながらくつろげる

部屋として(財)自治総合センター｢自治宝くじ助成事業｣

を活用し整備したものです｡又､支援センター運営費にも助

成が行われています｡

【問合せ】保健福祉課　℡83･1226

｢子育て支援センター｣は､少子化･核家族化で育児の苦

労や悩みを一人で抱えがちなお母さん方に､気軽に子育ての

相談や情報交換の場､仲間づくりの場を提供するために､旧

保健センターを改装し開設された施設です｡

センターの活動が始まってから1年以上が過ぎ､住民の皆

さんからの認知度も高まり､利用者も9千人を超えました｡

子どもたちが自由に動き回ることのできるフリースペースの

脇には､簡単な給湯設備とパーテ-ションで区切った授乳室

も作られ､周りを気にせず授乳できるなど､小さなお子さん

連れの来所者の要望に沿った施設づくりを進めてきました｡

かねてから出されていた｢親子や仲間で食事をとりながら､

話しくつろげる場があれば｣との声に応え､センター2階部

分を改装した食事スペースが完成しました｡床はコルク敷き

で､来所される方々が一同に介して食事できる広さがありま

す｡お弁当や飲み物は各自ご用意いただき､食事の際はこの

部屋を利用してください｡遠方から来館される利用者の方々

が食事時に帰宅し､再び遊びにやってくるのは大変なことで

す｡ ｢親子で､子育て仲間同士で食事をとりながら､のんび

りくつろぐ｣子育て支援センターの利用方法に､そんな楽し

みがまたひとつ増えました｡

く人権擁護委員紹介) (敬称略)

平　賀　康　雄　　　増　田　　勲　　　高　橋　征

･家屋価格等の縦覧

固定資産課税台帳の閲覧及び土地･家屋価格等の

縦覧を行います｡ご覧になれる方は､所有及び納税

等の条件がございますので､不明な点はあらかじめ

お問い合わせください｡

期　間　　　4月1日(木)～5月31日(月)

※ただし､土日･祝日は除く

時　間　　　8:30-17:15

場　所　　　役場1階　税務課窓口

費　用　　　無　料

備　考　　　必ず印鑑を持参してください｡

【問合せ】税務課　℡83･ 1224

○印は4月より新任の方です｡

近　藤　信　一　　○鍵和田　敏　明

●法律相談
民事に関することについて､弁護士の方が相

談を受けます｡毎月1回､町民文化センターで

実施し､先着順に6名までのご相談をお受けし

ます｡ (予約制ではございませんのでご了承く

ださい)

●行政相談
毎月1回､町民文化センターで行っています｡

法務大臣から委嘱された行政相談委員が､皆さん

からの行政機関等に対する苦情の相談にのり､問

題の解決に向けお手伝いします｡

●出張年金相談
年3回社会保険事務局相談員が役場に出向き､

年金に関わるさまざまな相談をお受けします｡予

約制ではありませんので､直接役場町民重へお越

しください｡

人
権
擁
尊
重
員
と
は
?

人
権
擁
護
委
員
と
は
､
法
務
大
臣

が
委
嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
た
ち
で
す
｡
こ
の
制
度
は
地
域

に
根
ざ
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

が
'
地
域
の
中
で
人
権
思
想
を
広
め
'

人
権
侵
害
が
起
き
な
い
よ
う
見
守
-
､

擁
護
し
て
い
-
た
め
に
設
け
ら
れ
た

も
の
で
､
諸
外
国
に
も
例
を
み
な
い

制
度
で
す
｡
現
在
､
約
1
4
ー
o
o

o
名
の
委
員
が
全
国
各
市
町
村
に
配

置
さ
れ
て
お
-
､
講
演
会
や
座
談
会

の
開
催
'
地
域
で
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
人
権
相
談
を
受
け
る
な
ど
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
｡

皐
月
開
催
人
権
相
談

町
で
は
､
毎
月
1
回
町
民
文
化
セ

ン
タ
ー
に
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
､
5
名
体
制
で
皆
さ
ん
か
ら
の
相

談
に
対
応
し
て
い
ま
す
｡

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
に
は
年

間
6
 
6
万
件
以
上
も
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
'
内
容
に
は
結
婚
･
離
婚
､
夫
婦
､

親
子
､
扶
養
等
の
家
庭
問
題
'
隣
近

所
の
も
め
ご
と
､
借
地
借
家
の
問
題

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
｡

毎
日
の
生
活
の
中
で
､
｢
こ
れ
は
人

権
問
題
で
は
｣
'
｢
法
律
で
は
ど
う

な
る
の
か
｣
な
ど
困
っ
た
時
は
､
お

気
軽
に
ご
相
談
-
だ
さ
い
｡

皆
さ
ん
は
､
｢
人
権
擁
護
委
員
｣
が
ど
ん
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
知
っ

て
い
ま
す
か
｡
表
面
に
出
に
く
い
､
地
道
な
活
動
で
あ
る
た
め
､
そ
の
内
容

を
知
る
人
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
｡
委
員
紹
介
を
兼
ね
活
動
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
｡

【
問
合
せ
】
保
健
福
祉
課
　
℡
8
 
3
･
1
2
2
6

人
権
擁
鰻
重
員
活
動

っ
て
い
ま
す
か
?

｢
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
-
'
ど
う
解
決
す
れ

ば
よ
い
か
悩
ん
で
い
る
｣
｢
年
金
に
つ
い
て
､

聞
い
て
み
た
い
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
｣
な
ど
'

日
常
生
活
を
送
る
上
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問

や
問
題
を
抱
え
る
こ
と
も
多
い
で
し
ょ
う
｡

町
で
は
人
権
相
談
ほ
か
'
住
民
の
皆
さ
ん

が
利
用
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
サ
ー
'
,
i
)
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
-
だ
さ
い
｡

※
こ
れ
ら
の
相
談
日
は
､
毎
月
の
広
報
最
終
面
と
あ
し
ら

せ
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
､
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
｡
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岩殻)⑪諾紬琶唱
エ･卜･セ･卜･ラ

その①
●再確論｡プラごみ分別収集が4月から本格的にスタート!

その②
●家電JJサイクル4品に｢家庭用冷凍庫｣が追加されました.

その⑨
●家庭系PCリサイクルって､知ってますか?

その④
●4月より｢町ごみカレンダー｣が新しくなります!

宅(秀◎
今月より､ ｢その他プラスチック製包装容器分別収集｣

が本格的に始まります｡ 1月～3月までの施行期間に

は広報紙､チラシ､説明会などを通じ周知を図ってきました｡

皆さんのご協力のおかげで､ 1月中旬～3月中旬までの燃えるごみは､

ひと月あたり5t減量されたという結果が出ています｡約3か月の分別収

集で､町民一人あたり0.2kg､町全体では10.26tのプラごみを回収するこ

とができました｡ (下記表参照)

町では､環境に優しい循環型社会の実現に向け､年間100tのその他プ

ラごみ回収を目標としています｡これには町民の皆さん一人ひとりの日頃

からのご協力が欠かせません｡資源を無駄にせずリサイクルするためにも､

指定品目をきれいに洗い､各自治会ごとの収集日に集積場所-お出しくだ

さい｡

その他プラごみ分別収集結果(1月16日～3月12日全20回)
1ミンzYz寿′'RiL.-3;lYJ:蒙駕～登潤､:vA芸≧'喜葦裏芸iliiAfき,rgxv喜喜qga等毒素 �� 

町屋.店屋場.神山.茶屋 �"ﾃc��ｶr�0.2kg 

河内.中丸.中央.仲町 ��ﾃc��ｶr�0.24kg 

新松田.中沢.沢尻.仲町屋 ��ﾃ���ｶr�0.23kg 

谷戸.谷津.宮前.かなん沢.中里.城山 �"ﾃC��ｶr�0.19kg 

寄 ��ﾃcc�ｶr�0.16kg 

総計 ���ﾃ#c�ｶr�(平均)0.2kg 

O

宅(勃⑳
一般家庭から出される家電製品は､年間約60万トン

にのぼるとも言われ､そのほとんどが埋め立てられて

きました｡しかし､その廃家電には再利用できる資源が含まれているため､

それらを有効活用し､環境を守るために平成13年4月1日に｢家電リサ

イクル法｣が制定されました｡対象は家電4品目(洗濯機､冷蔵庫､エア

コン､テレビ)でしたが､この4月から家庭用冷凍庫が追加になります｡

適正な回収とリサイクルにむけて､今後もご協力ください｡

朝◎ :Tto#BJ
｢資源有効利用促進法｣が制定され､メ-

｢コ＼ペJやゴグ　カーと購入者の協力で家庭用パソコンを再資源化する

PCリサイクルが始まりました｡以前は自治体が回収･処理を行っていま

したが､パソコンメーカーが回収することによって､部品や材料をより効　′

率的に再資源化できるようになりました｡パソコンが不要になった場合､　㌧一身

販売元各パソコンメーカー､ JEITA (ジェイタ)に処理を依頼してくだ

さい｡

●リサイクル対象:デスクトップ(本体)､ノート､液晶ディスプレー

液晶ディスプレー一体型､ CRTディスプレー､

CRTディスプレー一体型

【問合せ】 JEITA　℡03･5282･7685

http://www.pc3r.jp

宅(婚
今月､新しいごみカレン

ダーを配布します｡ ｢そ

の他プラごみ分別収集｣を始めとして､法

律制定やごみ問題への関心の高まりと共に､

ごみの出し方も変わってきています｡

上記にある不要になった特定家電の

処理方法やパソコンの処理方法も掲載

しています｡カレンダーを確認して

いただき､ルールを守ってごみ出

しにご協力ください｡

先月､事でごみ収集車の車両火災が起こりました｡
この事故は､スプレー缶･石油等がごみに混ざり､爆発炎上したものと思われま

す｡このような事故の再発を防ぐため､ごみを出される場合､次の点をきちんと
守ってください｡
※スプレー缶は､爆発のおそれがあるため､必ずクギなどで

穴をあけてから出してください｡
※石油缶など揮発性のものは､キャップを取り､中身を空に

してから出してください｡ #

*
*
お
詫
び
と
訂
正
*

広
報
3
月
号
掲
載
｢
男
女
共
同
～
取
り
組
み
か
意
識
か
～
｣
　
(
中
村
弘
行
氏
寄

稿
)
　
に
文
章
の
抜
け
が
あ
り
ま
し
た
｡
関
係
者
の
皆
様
に
お
詫
び
す
る
と
共
に
､

左
記
の
と
お
り
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
｡

3
ペ
ー
ジ
別
行
目
(
｢
い
-
ら
外
の
社
会
の
･
･
･
｣
前
に
次
の
文
章
を
加
え
て
-
だ

さ
い
)

･
と
こ
ろ
で
'
委
員
会
で
も
よ
-
話
題
に
の
ぼ
-
ま
し
た
が
､
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
は
男
性
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
｡
例
え
ば
家
事
去
日
児
へ
の
参

加
で
す
｡

県
下
で
も
珍
し
い
､
早
咲
き
の
桜

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
　
｢
ま
つ
だ
桜

ま
つ
-
｣
も
今
年
で
6
回
を
数
え
ま

し
た
｡
平
成
8
年
に
町
民
の
手
に
よ

り
記
念
樹
と
し
て
植
え
ら
れ
た
桜
は

大
島
桜
と
寒
緋
桜
を
自
然
交
配
し
た

河
津
桜
で
'
濃
い
ピ
ン
ク
色
の
花
び

ら
が
特
徴
で
す
｡
現
在
､
西
平
畑
公

園
の
桜
も
2
6
0
本
に
増
え
'
｢
桜

の
新
名
所
｣
と
し
て
定
着
し
て
き
ま

し
た
｡

今
年
は
暖
か
な
気
候
に
も
恵
ま
れ
､

3
週
間
の
お
祭
-
期
間
中
と
桜
の
見

頃
が
重
な
っ
た
た
め
､
町
内
や
近
隣

は
も
と
よ
-
首
都
圏
か
ら
も
多
-
の

お
客
様
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
｡
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
･
新
聞
二
ア
レ
ビ
･
ラ
ジ

オ
な
ど
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
の
紹
介
や

大
手
旅
行
会
社
の
バ
ス
ツ
ア
ー
へ
の

組
み
込
み
な
ど
が
更
な
る
人
出
に
つ

な
が
り
､
祭
り
期
間
の
来
園
者
は
1
 
2

*
新
た
な
楽
し
み
方
と

提
窯

今
回
の
お
祭
-
で
は
､
夜
間
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
は
も
と
よ
り
'
ハ
ー
ブ

館
販
売
コ
ー
ナ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
営

業
､
園
内
で
の
特
産
物
等
の
販
売
や

飲
食
コ
ー
ナ
ー
､
お
休
み
処
の
設
置

な
ど
連
日
来
園
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
｡
ま
た
､
町
内
及
び
西
平
畑

公
園
内
施
設
で
は
週
末
ご
と
に
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
'
ま
つ
だ
桜
ま
つ

り
実
行
委
員
会
が
来
園
さ
れ
た
お
客

様
に
お
花
見
だ
け
で
な
い
楽
し
み
方

を
提
案
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
｡

好
評
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
今
年

の
桜
ま
つ
-
｡
町
の
活
性
化
に
結
び

つ
け
る
た
め
､
反
省
を
踏
ま
え
'
来

年
も
よ
り
良
い
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

*
晴
天
に
恵
ま

千
人
を
数
え
､
昨
年
と
比
べ
約

5
千
人
増
と
な
-
ま
し
た
｡

変
わ
-
ゆ
-
桜

お
祭
-
と
な
-
ま
し
た
｡

桜
の
見
頃
と
車
な
-

開
花
か
ら
満
開
ま
で
､
日
々

し
た
｡
大
使
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
-
､
開
催
期
間
中
が

に
わ
た
-
　
｢
第
6
回
ま
つ
だ

取
月
1
 
4
日
(
土
)
か

日
(
日
)
ま
で
の
3
週
間

つ
-
｣
　
が
開
催
さ
れ
ま

∩
‖
=
』
u



平成16年4月1日
広報　jEフfE'

給食サービスを開始し辛した!
【問合せ】

保健福祉課　℡83･1226

町在宅介護支援センター

℡83･8314

NQ466 (6)

2月2日(月)ワークピア横浜で開催された｢平成15年度

県交通安全対策協議会総会｣で､交通安全対策の推進等に

より､交通事故防止に大きな成果をあげたとして､ ｢神奈

川県交通安全対策協議会長表彰｣を受け､松沢県知事から

町長に感謝状が手渡されました｡

平成15年中の町内での交通事故による死亡者0件を記録

したこと､交通指導隊､消防団等の呼びかけや､町民一人

ひとりの交通安全への積極的な取り組みを行ってきたこと

が評価されたものです｡

今後も事故のない安全な町を目指し､皆で努力していき

ましょう｡

〔コ芳二日L--53　-1-こ

E5EEE=E
インターネットを利用して､国や地方自治体に電子申請･届け出

を行う際に､申請者が本人であることや申請内容が通信中に改ざん

されていないことを証明する｢公的個人認証サービス｣が平成16

年1月29日から始まりました｡これは､言わばインターネット版

の印鑑証明です､

手続きに必要な電子証明書の発行手数料は､電子署名に係わる地

方公共団体の認証業務に関する法律の規定に基づき､ 4月1日から

1枚につき500円となります｡

●ご注意●

電子証明書は､住民基本台帳カードに登録しますので､カードを

お持ちでない場合､即日発行できません｡

なお､住民基本台帳カードの発行には2週間程度かかり､発行手

数料は1,000円です｡

【問合せ】町民環境課窓口班　℡83 ･ 1225

○給食回数　　週1 -3回(平成15年度実績)

※回数･曜日は､聞き取り調査による身体状況

等をもとにして決定します｡

※土日祝日､年末年始等は配達されません｡

○自己負担金　市町村民税非課税世帯1食あたり　60円

市町村民税課税世帯　1食あたり200円

○委託業者　　キッチンひまわり　℡83･5814

噂酵電路で通報可能･,

g'.:I_-: :-1:.;.'<
ロ.-i-m. = :I:･C

携帯電話から119番通報があった場合､今まではまず横浜市､川崎市､小田

原市各消防の3本部で内容を聞き､その後各消防本部から足柄消防組合に連絡

が入る体制になっていました｡

しかし､ 3月2日より､横浜市･川崎市2本部で受信後すぐに､足柄消防本

部指令課につながる体制に変わりました｡これにより､緊急時の出動時間の短

縮が期待されるとともに､通報した方と直接通話が可能になり､災害現場の状

況について細かに把撞でき､通常電話での119番通報と同じようにご利用いた

だけます｡ただし､まれに電波の状況等により､小田原市消防本部にかかる時

がありますのでご了承ください｡

【問合せ】足柄消防組合消防本部予防課　℡74 ･ 6663

^
委
託
業
者
よ
り
お
昼
近
く
に
な
る
と
､

自
宅
へ
お
弁
当
が
届
け
ら
れ
ま
す
｡

圏
悪
の
誓
サ
占
ス
を
T
･

在
宅
の
高
齢
者
な
ど
が
､
健
康
で

自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
'
町
で
は
3
月
か
ら
業
者
に

委
託
し
､
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し

ま
し
た
｡
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
､
加
齢

や
病
気
の
た
め
に
自
分
で
調
理
す
る

こ
と
が
困
難
な
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
お
よ
び
高
齢
世
帯
'
身
体
障
害
者

世
帯
な
ど
を
対
象
に
お
弁
当
を
届
け

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
｡
利
用
者
の
皆
さ

ん
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
食

事
を
身
体
状
況
等
に
合
わ
せ
た
回
数

と
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
｡

給
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申
込
み
'

サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は
､
保
健
福
祉
課
､
又
は
町
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
'
お
気

軽
に
ご
相
談
-
だ
さ
い
｡

.
7
篭
縄
l
.
i

圏
利
用
者
か
ら
望
P

町
内
で
は
､
お
よ
そ
6
 
0
名
の
方
々

が
､
こ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
｡
利
用
者
の
北
村
茂
さ

ん
､
良
子
さ
ん
ご
夫
妻
　
(
写
真
上
･

町
屋
)
　
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
｡

北
村
さ
ん
は
ご
夫
婦
で
給
食
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
い
ま
す
｡
高
齢
に
よ

る
膝
痛
な
ど
で
買
物
や
毎
食
台
所
に

立
つ
こ
と
が
難
し
-
な
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
の
こ
と
で
す
｡
｢
家
事

負
担
が
軽
減
さ
れ
て
助
か
っ
て
い
ま

す
｡
｣
　
と
良
子
さ
ん
｡
以
前
､
胃
を

手
術
さ
れ
た
茂
さ
ん
は
､
ご
ほ
ん
を

お
粥
に
し
て
自
分
流
に
工
夫
を
加
え
､

食
事
を
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
｡

｢
温
か
く
､
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
お
弁
当
が
届
-
の
で
､
自
分
の
好

み
に
偏
-
が
ち
な
食
生
活
の
改
善
に

も
な
-
'
こ
れ
が
健
康
の
素
に
な
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
｣
と

笑
顔
で
語
っ
て
-
だ
さ
い
ま
し
た
｡

､
ー
)

交
通
事
故
死
者
ゼ
ロ
の
町

～
町
が
｢
神
奈
川
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
長
表
彰
｣
受
け
る
～

.)

^
昨
年
､
害
で
開
催
の
交
通
安
全
教
室
の
様
子
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寄幼稚園

このコーナーでは､役場の

業務内容を､担当職員のエ

ピソードなどを交えながら

紹介します｡

2月28日､県スポーツ少年団

表彰式が県立スポーツ会館にて
行われました｡式典では､町ス
ポーツ少年団副本部長の岡部聴
さん(新松田)がスポーツ少年団

指導者表彰を受けました｡岡部
さんは､小学1年～6年生まで

の男子児童が所属し､創設25年

目を迎えた少年野球チーム･松
田キャッスルズで､長年指導者
として活躍され､地域スポーツ
の発展と少年団活動の推進に尽
力されたことが評価されたもの
です｡

今月の行事
おはな　し会　6日､13日､20日の火曜日

15:30-16:00､子どもコーナー

休　　館　　日　毎週月曜日

寄出張所図書館　月～金曜日13:30-16:00

(29日除く)

新着図書
一一■　一　般　書　■･-

｢生まれる森｣　　　　　　　　　　島本理生

｢遊連の森｣　　　　　　　　　　　熊谷達也

｢みんなのこえが聴こえる｣　　　　アツキヨ

｢夢のボート｣　　リチャード･プレストン

｢看守眼｣　　　　　　　　　　　横山秀夫

｢調律師の恋｣　　　　　ダニエル･メイスン

朴慶南
北方謙三

中田　宏

トールキン

｢私以上私以下でもない私｣

｢楊家将｣上･下

｢なせば成る｣

｢終わらざりし物語｣上･下

【今月の1冊】

｢語る｣　　　　　松井秀喜著

大リーグ1年目｡ヤンキースの
一員になって松井がどう考えて

いたのか｡

一一-　児　童　書　一一

｢ニコルの塔｣　　　　　　　　　小森香折

｢ハッカー｣　　　　マロリー･ブラックマン

｢かしこいブタのロリポップ｣　キング･スミス

｢写真をつかって絵本を作ろう｣　　中川素子

｢孤笛のかなた｣　　　　　　　上橋菜穂子

｢パーティミアス｣　ジョナサン･ストラウド

｢子どものホ･ン･ネ｣　クロデイ-ヌ･デマルト

｢たからものさがし｣　　アラン･アルバ-グ

【今月の1冊】

｢少女探偵　サミー･キ-ズと骸骨男｣

ウエンデリン･V･ドラーネン著

ハロウィンの夜に脅かすつも

りが､反対に怖い思いをしてしまっ

たサミー｡出あったフランケンシュ

タインから事件が起きた｡

*以上は新着180冊の抜粋です｡この広報に掲載さ

れた新着図書は1日から､その他新着図書の展示予

約は13日(火)､貸出は20日(火)から受け付けます｡

▲左より､北村恵美子､加藤賛子､稲毛孝子､

早野強が担当します｡

藁
W
　
蛸
轍
W
　
蔓
　
の
h
浮
　
薄
,
T
e
r
w
　
瓜
仰
撃
　
寮
　
桑
　
轟
W
　
幾
〟

第
1
 
4
回
は
'
公
民
館
登
録
団
体

の
｢
足
柄
和
美
会
｣
を
紹
介
し
ま

す
｡

当
会
は
'
1
 
9
年
前
に
青
少
年
会

鰭
(
現
在
の
足
柄
卜
存
政
セ
ン
タ
ー
)

で
開
催
さ
れ
た
七
宝
焼
教
室
に
参

加
し
た
仲
間
を
中
心
に
始
ま
り
､

現
在
会
員
数
は
1
 
2
名
､
中
心
は
4
0

-
5
 
0
代
で
､
中
に
は
1
 
0
代
の
学
生

も
い
ま
す
｡
先
生
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
､
七
宝
焼
だ
け
で
な
-
ガ

ラ
ス
玉
､
彫
金
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
'
小
物
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
か
ら

絵
画
ま
で
､
幅
広
い
作
品
を
製
作

し
て
い
ま
す
の
で
､
従
来
の
七
宝

焼
き
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る

方
は
､
｢
こ
ん
な
作
品
ま
で
作
れ

る
の
?
｣
と
驚
-
か
も
し
れ
ま
せ

ん
｡

ひ
と
通
り
基
本
を
習
っ
た
現
在

は
'
｢
こ
ん
な
物
を
作
っ
て
み
た

い
｣
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
を

も
と
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
｡
デ
ザ
イ
ン
を

考
え
､
そ
れ
を
元
に
銀
や
銅
板
を

切
り
､
イ
メ
ー
ジ
に
合
う
色
の
ガ

ラ
ス
の
粉
末
を
埋
め
込
み
､
窯
で

焼
き
あ
げ
ま
す
｡
何
度
も
や
す
り

で
磨
き
込
み
､
簡
単
な
作
品
で
も

8
-
9
工
程
の
作
業
を
経
て
､
完

成
に
至
り
ま
す
｡
デ
ザ
イ
ン
や
粉

末
の
埋
め
込
み
な
ど
赦
密
な
作
業

と
凹
凸
が
無
-
な
る
ま
で
の
研
磨

.

)

ゑ

轡

　

義

　

尊

　

登

　

尋

　

容

　

を

　

挙

　

丸

和

鮮

　

血

城

怒

W

　

容

　

蓉

{%

感

済

褒

審

決

等

糸

潜

流

鱒

慈

～

桑

餐

率

カ

等

登

車

寒

心

等

療

W

蓉

効

等

ぬ

轡

作
業
な
ど
手
先
の
器
用
さ
だ
け
で

な
-
'
体
力
も
必
要
で
す
｡
デ
ザ

イ
ン
の
発
想
か
ら
作
品
の
完
成
ま

で
時
間
と
労
力
は
想
像
以
上
で
す

が
､
自
分
の
思
い
描
い
た
作
品
が

完
成
し
た
時
の
達
成
感
は
何
に
も

換
え
が
た
い
も
の
で
す
｡
こ
の
世

で
た
っ
た
ひ
と
つ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
に
は
愛
着
が
湧
き
'
人
へ
の

心
の
込
も
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
贈
る
際
も
大
変
喜
ば
れ
ま
す
｡

主
な
活
動
と
し
て
'
毎
週
1
回

の
サ
ー
ク
ル
活
動
､
町
文
化
祭
へ

の
参
加
､
2
年
に
1
度
の
作
品
展

へ
の
出
品
､
勉
強
会
や
お
花
見
な

ど
会
員
の
交
流
を
図
る
集
ま
り
な

ど
開
催
し
て
い
ま
す
｡
家
で
も
コ

ツ
コ
ツ
で
き
る
作
業
で
す
が
'
仲

間
と
お
喋
り
し
な
が
ら
の
楽
し
い

活
動
が
あ
る
か
ら
こ
そ
う
壁
に
ぶ

つ
か
っ
た
時
､
ア
イ
デ
ア
に
詰
ま
っ

た
時
も
厳
し
-
も
温
か
い
助
言
に

励
ま
さ
れ
'
飽
き
ず
に
続
け
て
い

ら
れ
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
｡

活
動
に
興
味
を
持
っ
た
方
は
､

ぜ
ひ
気
軽
に
見
学
に
い
ら
し
て
-

だ
さ
い
｡
ス
タ
ー
ト
の
春
'
新
し

い
趣
味
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
｡

●
サ
ー
ク
ル
情
報
･
問
合
せ

日
時
　
毎
週
木
曜
日
1
3
時
～
1
7
時

場
所
　
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
調
理
室

会
費
な
ど
　
約
3
千
円
/
月

生
涯
学
習
課
　
℡
8
 
3
･
7
0
2
1

姦

聯

盛

好

漁

轡

蓉

零

細

率

養

親
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奪

餐

導

亀
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帝

U

轟
(
敬
称
略
)

蓑
　
大
井
町
総
合
体
育
館
柔
道
場

叢
　
足
柄
柔
道
協
会

蓑
　
小
学
生
8
5
名
中
学
生
1
 
1
名

戎
横
･
1
年
生
の
部

準
優
勝
　
飯
山
雅
弘
(
千
代
小
)

･
2
年
生
の
部

優
　
勝
　
小
宮
駿
平
(
寄
小
)

･
4
年
生
男
子
の
部

3
　
位
　
小
官
佳
祐
(
寄
小
)

升
水
　
謝
(
松
田
小
)

･
3
㌧
4
年
生
女
子
の
部

優
　
勝
　
秋
戸
住
商
(
松
田
小
)

準
優
勝
　
村
山
　
遥
(
千
代
小
)

･
5
'
6
年
生
女
子
の
部

優
　
勝
　
村
山
智
美
(
千
代
小
)

､)

準
優
勝
　
飯
山
菜
穂
子
(
千
代
小
)

3
　
位
　
金
田
宏
美
(
開
成
小
)

･
6
年
生
男
子
の
部

3
　
位
　
飯
山
和
彦
(
千
代
小
)

･
中
学
生
6
 
5
k
g
避
級

準
優
勝
　
小
田
悠
平
(
松
中
)

全
て
松
田
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
在
籍

源
濃
　
2
月
2
 
2
日
(
日
)

犠
餓
　
松
田
中
学
校
体
育
館

畿
幾
　
町
'
町
教
育
委
員
会

華
澱
　
6
1
名

溌
潅
･
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス

優
　
勝
　
ガ
リ
バ
ー
A

準
優
勝
　
玉
ふ
ぁ
み
リ
ィ
B

3

　

位

　

ガ

リ

バ

ー

B

･
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス

優
　
勝
　
サ
ダ
ー
ズ

準
優
勝
　
ミ
ッ
キ
ー
ズ

3

　

位

　

中

沢

自

治

会

自
然
と
友
だ
ち

中
津
川
の
清
ら
か
な
流
れ
'
丘
陵

岳
と
お
茶
畑
'
目
の
前
に
広
が
る
豊

か
な
自
然
は
'
子
ど
も
た
ち
に
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を
教
え
て
-
れ
る
絶
好

の
教
材
で
す
｡
こ
の
豊
か
な
自
然
を

大
い
に
生
か
さ
な
い
手
は
あ
-
ま
せ

ん
｡

そ
こ
で
本
園
で
は
　
｢
心
豊
か
で
た

-
ま
し
く
､
生
き
生
き
生
活
で
き
る

子
｣
　
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い

の
も
と
'
地
元
を
知
-
､
生
き
る
力

の
足
固
め
を
L
t
少
し
ず
つ
視
野
を

広
め
な
が
ら
毎
日
の
保
育
に
励
ん
で

い
ま
す
｡

小
規
模
園
で
は
あ
り
ま
す
が
､
寄

幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な
元

気
は
つ
ら
つ
'
パ
ワ
ー
全
開
!
少
人

数
と
は
思
え
な
い
-
ら
い
元
気
な
笑

い
声
が
､
1
日
中
響
い
て
い
ま
す
.

そ
れ
は
そ
れ
は
楽
し
い
幼
稚
園
で
す
｡

目
の
前
を
鹿
の
親
子
が
の
ん
び
-

横
切
る
春
｡
そ
の
微
笑
ま
し
い
姿
に

日
を
細
め
'
竹
の
子
掘
り
を
楽
し
み
'

そ
の
味
に
舌
づ
つ
み
を
打
ち
ま
す
｡

お
茶
の
刈
-
込
み
の
時
期
に
は
'
夏

の
到
来
を
知
ら
さ
れ
ま
す
｡
ま
ぶ
し

い
太
陽
の
照
-
つ
け
る
中
､
お
魚
気

分
で
中
津
川
で
の
水
遊
び
'
お
玉
じ
ゃ

-
し
取
り
｡
秋
に
は
'
紅
葉
の
深
ま

-
と
共
に
落
花
生
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の

大
収
穫
祭
｡
自
然
の
恵
み
を
堪
能
し
､

季
節
は
め
ぐ
-
厳
し
い
冬
を
迎
え
ま

す
｡
吐
く
息
も
白
く
､
静
か
な
山
里

に
は
し
ん
し
ん
と
降
り
積
も
る
雪
'

1
変
し
て
銀
世
界
.
同
じ
町
内
で
あ

る
の
に
､
こ
れ
だ
け
豊
か
な
自
然
を

感
じ
ら
れ
る
の
は
､
寄
な
ら
で
は
で

し
ょ
う
｡
ど
う
ぞ
心
が
疲
れ
た
と
き

は
喬
を
訪
れ
､
命
の
洗
濯
を
し
て
-

だ
さ
い
｡

こ
の
寄
の
豊
か
な
自
然
に
直
接
触

れ
る
こ
と
で
'
発
見
や
感
動
に
胸
を

膨
ら
ま
せ
､
時
に
は
疑
問
に
感
じ
本

を
開
い
て
み
た
-
･
･
｡
子
ど
も
た

ち
も
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
十
分
に

味
わ
い
､
人
に
'
物
に
､
地
球
に
優

し
い
人
に
育
っ
て
い
-
と
実
感
し
て

い
ま
す
｡

こ
れ
か
ら
も
園
長
を
は
じ
め
職
員

一
同
､
協
力
体
制
を
万
全
に
し
､
毎

日
体
を
張
っ
て
保
育
に
努
め
'
保
護

者
･
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
､
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
｡
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▲3月4日(木) ､松EEj中学校福祉委員会が中心となり､世界

の発展途上国の子どもたちのために役に立てたらと､小田

急線新松EBI駅改札前で街頭募金活動を行いました｡寒風
吹く中､卒業間近の3年生も含め､大きな声で道行く人々に
募金を呼びかけていました｡

西平畑公園の催し物芸濃温習59T2:1197,:

十 ･X.▲-<ニ'誌J こ.Jこ7,- 

'準 

■. 

/縦;a-,7.<詫;- L椛.浦一誌欝..mr 

∴∴+∵∴.. 

鰐一､---撒.一重､; r員 :00^*? 

26､30日 

ベイリーフのフレッシュリース

カントリーママを思わせる､生の月桂樹と
ハーブをたっぷり使ったリースです｡

費掲　3,800円(税込)

8時　毎週木金曜日(30日を除く)､3･7･11･17･21･25日10時～

催　　し　　物

◆第56国　ミニたんけん日

∴〕

9:30-ll:30

若葉の図鑑をつくろう

(会場)町自然館実習室(対象)小･中学生､一般
(申込み) 4月21日までに自然舘(82-7345)へ､参加者

氏名･人数･電話番号をご連絡ください｡

◆今月の自然　樹木園の草花や若葉が目立つ季節となりました｡樹
木の名前は番号で､草花は館の中の展示で知ることができます｡

また､館員や図鑑で知ることもできますので遊びに来てください｡

*この事業は､ ｢全国モーターボート競争施行者協議会｣からの拠出金を財源として実施するものです｡

催　　し　　物

第128回たぐらが劇場｢わらべうた｣
～わらべうたとヨモギだんごづくり～

協力:塩練雪子さん

※団子づくりは､申込み:30人　材料費:50円

むかしぼなし塾

講師:鴻山厚さん

手づくり広場｢マクラメ｣

協力:ハトイ　申込み:15人　材料費:150円

☆展示コーナー☆折り紙作品展パート3(5/5まで)協力:小津進さん

町民文化センター大ITt -ル催し物938B34.B7f.R2完

凍rl一三■……: 萄v�鞴��h揄Oﾂ�鷲.損ミ 倅�霹兒闇ﾊH+"�B 

4 �?｢�西湘~高校吹奏学部 ��3｣3��入場自由 ��ﾈ�8ﾘ(ﾕｩ���HｧyYB�
第20回定期演奏会 劍xCCr�#�s��

.木 �h枋#��B�10:30 ��Xｾ6ﾂﾃS��冷�
名探偵コナン ��3｣3��小人900円 

県央映画社
℡0463･93･8046

*内容･入場券等は､主催者に直接お問合せください｡

*主催者の都合により､内容が変更される場合がありますのでご了承ください｡

*駐車場が狭いため､駐車出来ない場合がありますのでご了承ください｡

*今月の休館日は､5､12､19､26日です｡

春は出会いと別れの季節o職場でも新人職員が入庁したLJ､異動される方々肌Itリ-と､楽し

い気持ちの反面寂しさがあります[私自身の別れの春｡新人として配属された部署でお世話

になったNさん｡社会人として石も左もわからない中､長年勤められていたNさんに専門的な知

識から細かな事務作業まで丁寧に教えていただきましたlそして､広報作製について指導いた

だいたYさん｡異動後､広報担当になることが決まり､プレッシャーに押しつぶされそうな時､時

間をかけ広報技術について-から教えていただきました｡ ｢担当でないとわからない辛さがある｣

といつも温かく見守って下さいましたl 『情熱と誇りをもって､真剣に仕事に取り組む姿勢』一

先輩方から学んだことを糧に､社会人として少しずつでも成長していきたいものです｡ ]

､

I　一　　　　　一　一●

1 ▼第6回目を迎えた｢まつだ桜まつり｣は､今年も昼夜
と大盛況のうち､ 3週間の祭り期間を終了しました｡

(本紙5ページに詳細レポート掲載)

すくすく育児相談

6日(火)･5月11日(火)

9:30-10:30

健康福祉センター

27日(火) 9:30-10:30

宇津茂地域集会施設

ポリオワクチン投与

7日(水) ･14日(水)

13:00-13:20

健康福祉センター

9日(金) 13:30-13:40

寄国民健康保険診療所

ポリオワクチン投与　予備日

5月10日(月) 13:00-13:2

健康福祉センター
3歳児健康診査

21日(水) 12:50-13:15

健康福祉センター
2歳児歯科健診

23日(金) 13:00-13:20

健康福祉センター
3-4か月児健康診査

28日(水) 12:50-13:15

健康福祉センター

おとな健康相談

8日･5月13日(木)

9:30-10:30

健康福祉センター
4月から毎月第2木開催

火曜体操会

6日･5月18日(火)

9:30-10:00

文化センター展示ホール

5月から原則毎月第3火開催

献血

23日(金) 13:00-15:00

JR松田駅前

母親･父親教室

5月7日(金) 13:00-13:30

車≠ �� �� �� �� �� 

日 劍ｼh�)kﾂ�劔電 劔��

1-5 劍xｨﾄi�(ﾔ洩�5��劔34.2511 

6-12 劍xｸ��$ｨｬxﾔ��劔89.2528 

13-19 劍xｹTﾘ夊ⅹ5��劔83.0100 

20-26 劍xｸ鉑69�ﾙOXﾔ鮎b�劔82.0609 

27-30 劍xｸ��棠�ﾙOXﾔ鮎b�劔82.4991 

戸籍の窓i8
2月16日から3月15日まで受け付け

た方※掲載承諾者のみ(敬称略)

お誕生おめでとう

赤ちゃん　　保護者　地　区

こうよう

岡部　向　濯　和　美　河　内
はるき

鈴木　春　樹　豊　明　神　山
みなと

外川　　湊　　浩一郎　かなん沢
ゆうく

鍵和田優　空　龍　太　城　山

お悔やみ申し上げます

うめきち

須藤　梅　吉　66歳　仲町屋

横森　ハル子　78歳　仲　町
とくお

山口　徳　男　80歳　沢　尻
ふくまつ

川田　福　松　88歳　町　屋
やすじ

辻村　安　治　94歳　伸町屋
やすえ

井上　保　江　82歳　宇津茂
あきらか

内藤　　明　　90歳　中　里

今月の納税田
納期限

国民健康保険税(随時2期) 4月30日

介護保険料(随時2期) 4月30日

【聞合せ】国保年金班℡83･1225

保健福祉課℡83･1226
※税金等のお支払いは､便利な口座

振替をご利用ください｡

相談(時間は鮒相聞'Ej

法　　律　　◆ 9:00-ll:00

6日(火)･5月7日(金)

町民文化センター(開館8:30)
※先着受付順6名まで

人権･行政　◆10:00-12:00

15日(木)町民文化センター

出張年金相談　◆13:00-15:00

21日(水)役場1階町民室

｡編集･発行　松日町総務部企画財政課　薗258-8585校田町松田惣領2037番地℡83 ･ 1222町HPアドレスhttp=//town.matsuda,k｡nagawa.jp/

こ
の
広
報
紙
は
､
環
境
保
全
と
資
源
保
護
の
た
め
･
1
 
0
0
%
古
紙
を
利
用
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
用
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
｡

ま
た
印
刷
に
使
わ
れ
る
イ
ン
ク
は
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
｡

水


